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朝
の
空
気
は
凛
と
し
て
い

て
、
白
息
と
と
も
に
霜
の
花
が

美
し
い
季
節
で
す
。
国
際
学
院

の
創
立
者
で
あ
る
大
野
誠
先
生

が
永
眠
さ
れ
た
の
は
令
和
４
年

７
月
６
日
で
あ
り
ま
し
た
。
空

は
高
く
麦
茶
が
美
味
し
い
季
節

で
し
た
。
初
代
で
国
際
学
院
を

立
ち
上
げ
牽
引
し
て
き
た
学
院

長
は
「
情
熱
の
人
」
で
あ
り

「
責
任
の
塊
」
で
し
た
。
そ
の

一
生
は
、
唯
一
無
二
の
人
生
で

あ
り
、
生
き
て
い
る
人
の
記
憶

に
刻
ま
れ
て
い
る
限
り
、
そ
の

人
生
が
消
え
る
こ
と
は
無
い
と

考
え
ま
す
。
先
生
が
遺
さ
れ
た

訓
え
の
一
端
を
記
し
、
追
悼
と

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

学
院
長
は
、
学
院
を
創
立
し

て
以
来
、
「
誠
実
・
研
鑽
・
慈

愛
・
信
頼
・
和
睦
」
の
建
学
の

精
神
の
も
と
、
一
貫
し
て
「
人

づ
く
り
」
に
力
を
注
い
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。
学
生
生
徒
ひ
と
り

ひ
と
り
の
成
長
を
希
求
す
る
心

か
ら
、
「
鬼
と
も
な
れ
ば
仏
と

も
な
る
」
存
在
で
し
た
。
一
生

懸
命
努
力
し
て
い
る
者
に
は
、

笑
顔
で
「
あ
な
た
な
ら
大
丈

夫
」
と
力
強
く
励
ま
し
ま
し

た
。
人
に
迷
惑
を
か
け
る
行
為

や
投
げ
や
り
な
姿
勢
に
対
し
て

は
、
本
気
で
叱
り
ま
し
た
。

「
世
の
中
は
思
い
通
り
に
は
い

か
な
い
」
そ
れ
故
「
誠
意
を
も

っ
て
最
善
を
尽
く
せ
」
と
、
真

正
面
か
ら
説
い
て
き
ま
し
た
。

　

学
院
長
の
哲
学
は
常
に
行
動

を
伴
っ
て
い
ま
し
た
。
「
考
え

る
だ
け
な
ら
３
歳
の
子
供
で
も

考
え
る
」
と
、
行
動
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
率
先
し
て
示
し
て

き
ま
し
た
。
大
雪
の
朝
は
い
つ

も
よ
り
早
く
家
を
出
て
「
学
生

が
安
心
し
て
学
べ
る
よ
う
に
」

と
先
頭
に
立
っ
て
除
雪
し
ま
し

た
。
常
に
学
生
生
徒
の
事
を
案

じ
て
い
ま
し
た
。
教
職
員
に
対

し
て
も
、
心
の
通
っ
て
い
な
い

仕
事
は
叱
咤
激
励
し
、
縁
の
下

の
力
持
ち
の
存
在
に
は
何
時
も

笑
顔
で
感
謝
を
し
て
い
ま
し

た
。
自
ら
は
命
を
削
り
な
が
ら

理
想
に
向
か
っ
て
邁
進
し
、
妥

協
す
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
仕
事
が
一
段
落
す
る
と

様
々
な
振
り
返
り
を
し
て
、
本

来
あ
る
べ
き
カ
タ
チ
を
熱
く
語

り
ま
し
た
。
「
今
日
の
講
義
は

こ
れ
で
お
終
い
」
と
い
っ
て
、

後
は
和
や
か
な
雰
囲
気
と
と
も

に
人
と
人
と
の
絆
が
深
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

学
生
生
徒
を
立
派
に
成
長
さ

せ
た
い
と
の
強
い
思
い
は
、

様
々
な
学
校
行
事
と
し
て
継
承

発
展
し
て
き
ま
し
た
。
国
際
理

解
教
育
の
集
成
で
あ
る
海
外
研

修
に
も
格
別
の
思
い
入
れ
が
あ

り
ま
し
た
。
今
日
の
世
界
を
見

据
え
て
、
学
生
生
徒
に
は
、
自

分
を
知
る
事
、
相
手
を
尊
重
し

理
解
す
る
事
、
失
敗
を
恐
れ
な

い
事
、
協
調
し
て
行
動
す
る
等

の
総
合
実
践
知
を
獲
得
さ
せ
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
海
外
大
学
と
の

教
育
提
携
に
よ
る
研
修
は
大
い

な
る
成
果
を
あ
げ
て
き
ま
し

た
。

　

晩
年
の
学
院
長
の
言
葉
は
、

多
く
の
方
々
へ
の
「
感
謝
」
に

溢
れ
て
い
ま
し
た
。
連
続
無
窮

の
訓
え
「
前
に
生
ま
れ
し
者
は

後
に
生
き
る
人
を
導
き
、
後
の

世
に
生
き
る
人
は
先
人
の
生
き

た
道
を
問
い
た
ず
ね
る
」
通
り

に
歴
史
は
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま

す
。
皆
が
「
人
間
と
し
て
よ
り

善
く
生
き
る
」
こ
と
を
求
め
続

け
る
事
が
学
院
長
の
願
い
で
あ

る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
国

際
学
院
に
は
ど
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
も
桜
が
あ
り
ま
す
。
学
院
長

は
桜
が
大
好
き
で
し
た
。
そ
れ

は
、
桜
が
寒
く
厳
し
い
冬
に
晒

さ
れ
て
こ
そ
、
春
を
迎
え
た
時

に
美
し
い
花
を
咲
か

せ
る
か
ら
で
す
。
人

生
に
お
い
て
も
、
厳

し
い
試
練
を
耐
え
抜

き
、
自
身
の
能
力
を

開
花
さ
せ
、
世
の
中

で
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
い
っ
て
欲
し

い
と
の
願
い
が
そ
こ

に
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
改
め
て
、
生
前

賜
り
ま
し
た
、
皆
様

の
御
厚
情
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

〜
連
続
無
窮
の
訓
え
〜

故
大
野
誠
先
生
　
追
悼

旭日中綬章　勲章と勲記

「建学の精神」　大野誠　直筆

学
校
法
人
国
際
学
院

理
事
長　

大
野
博
之

学院長・名誉学長・教授・医学博士・常任理事　大野 誠

昭和７年２月16日生まれ
昭和29年３月　日本大学農獣医学部卒業
昭和29年５月　獣医師登録
昭和58年３月　医学博士
昭和29年11月　埼玉県熊谷保健所入職、
　　　　　　　大宮・川口保健所を経て昭和38年9月退職
昭和38年９月　国際学院を創立、公認大宮国際料理学院開校
昭和41年４月　公認富士服装学院を設立
昭和43年10月　国際クッキングスクールを設立
昭和44年５月　公認大宮国際料理学院を国際栄養学院に改称
昭和46年12月　学校法人国際学院設立認可
　　　　　　　理事長就任（平成30年３月まで）
昭和48年２月　大宮保育専門学校を設立
昭和51年４月　国際栄養学院を国際調理師専門学校に改称
昭和52年３月　国際栄養士専門学校を設立
昭和58年１月　国際学院埼玉短期大学設置認可
昭和58年４月　大宮保育専門学校、国際栄養士専門学校を改組し、
　　　　　　　国際学院埼玉短期大学開学
昭和63年３月　国際学院伊奈高等専修学校を設立
平成３年４月　学校法人国際学院学院長就任
平成10年４月　国際学院伊奈高等専修学校を改組、 国際学院高等学校開校
平成14年11月　社会福祉法人誠心会理事長就任
平成25年４月　国際学院中学校開校
令和３年３月　さいたま褒章・叙勲の会会長
令和４年７月６日　永眠（享年90歳）

審議会等の委員や関係団体役員
〔埼玉県関連〕
埼玉県社会福祉審議会委員（昭和51年８月から平成14年８月まで）
埼玉県私立学校審議会委員（昭和60年４月から平成元年３月まで）
〔さいたま市関連〕
さいたま市民大学（旧大宮市民大学）運営委員会副委員長
　　　　　　　　　　　　（平成７年５月から平成21年10月まで）

〔私学団体関連〕
財団法人私学研修福祉会在校研修等審査委員長（平成15年４月から平成19年３月まで）
〔日本私立短期大学協会関連〕
埼玉県私立短期大学協会会長　　　　　　　　（平成元年７月から平成20年４月まで)
関東私立短期大学協会会長　　　　　　　　　（平成15年４月から平成20年４月まで）
日本私立短期大学協会保育科研究委員会委員長（平成４年４月から平成12年３月まで）
日本私立短期大学協会副会長　　　　　　　　（平成15年10月から平成20年３月まで）
日本私立短期大学協会「本協会在り方検討特別委員会」委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年４月から平成20年３月まで）
日本私立短期大学協会「教育関係学科に関する検討特別委員会」委員長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成18年４月から平成20年３月まで）
〔財団法人短期大学基準協会関連〕
財団法人短期大学基準協会理事　　　　　　　（平成12年５月から平成21年３月まで）
財団法人短期大学基準協会自己点検・相互評価推進検討委員会委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成14年６月から平成20年３月まで）
〔全国調理師養成施設協会関連〕
公益社団法人全国調理師養成施設協会会長　　（平成８年６月から平成11年６月まで）
社団法人全国調理師養成施設協会名誉役員（参与）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成15年６月から平成24年６月まで）
〔専修学校各種学校関連〕
社団法人埼玉県専修学校各種学校教育振興会副会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成元年５月から平成３年３月まで）
〔スポーツ振興関連〕　
社団法人日本ライフル射撃協会名誉副会長　　（平成元年９月から平成23年３月まで）
 
賞罰
昭和57年11月　埼玉県知事表彰
昭和60年７月　専修学校教育功労者表彰（文部大臣表彰）
平成元年３月　厚生大臣表彰
平成８年11月　藍綬褒章受章
平成11年９月　フランス文部省ENSEIGNEMENT TECHNIQUE（教育功労賞）受賞
平成19年11月　旭日中綬章受章
平成22年10月　短期大学教育功労者表彰（文部科学大臣表彰）

著書
『敦照のこころ』（1995年）、『子供に大切なことは、「食卓」で学ばせたい』（2007年）、
『夢は限りなく』（2013年）、『親の仕事は子の躾』（2014年）

故大野誠先生の略歴

学院創立者 大野誠先生ご逝去
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さ
い
た
ま
市
長
　
清
水
　
勇
人
氏

　

学
校
法
人
国
際
学
院
創
始
者

　

大
野
誠
様
の
御
逝
去
を
悼

み
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し

ま
す
。

　

大
野
先
生
の
九
十
年
に
及
ぶ

御
生
涯
は
、
ま
さ
し
く
教
育
者

と
し
て
、
人
間
性
を
育
む
人
づ

く
り
に
心
血
を
注
が
れ
、
走
り

続
け
て
こ
ら
れ
た
人
生
で
し

た
。

　

大
野
先
生
は
、
女
子
教
育
の

必
要
性
と
食
生
活
の
改
善
向
上

と
い
う
理
想
の
下
、
昭
和
三
十

八
年
に
「
大
宮
国
際
料
理
学

院
」
を
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
「
誠
実
・
研
鑽
・
慈

愛
・
信
頼
・
和
睦
」
と
い
う
建

学
の
精
神
の
も
と
、
「
礼
を
つ

く
し
、
場
を
清
め
、
時
を
守

る
」
と
い
う
教
育
方
針
を
柱
に

教
育
研
究
活
動
を
実
践
さ
れ
、

豊
か
な
人
間
力
、
確
か
な
専
門

力
を
身
に
着
け
た
前
途
有
為
な

人
材
を
数
多
く
社
会
に
排
出
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

情
報
技
術
の
発
展
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

な
ど
、
未
来
を
予
測
す
る
こ
と

が
大
変
困
難
な
現
代
社
会
に
お

い
て
、
私
は
、
子
ど
も
た
ち
に

は
自
ら
進
ん
で
物
事
に
関
わ

り
、
仲
間
と
協
力
し
て
様
々
な

困
難
や
課
題
を
乗
り
越
え
て
い

け
る
よ
う
、
質
の
高
い
学
び
を

重
ね
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

大
野
先
生
は
、
こ
う
し
た

「
学
び
」
の
原
点
が
食
育
に
あ

り
、
家
庭
内
で
の
食
卓
の
環
境

と
食
事
行
動
が
心
豊
か
な
子
ど

も
の
成
長
に
不
可
欠
と
常
日
頃

か
ら
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
、
高
い
教
育
力
を

支
え
る
の
は
食
育
で
あ
る
と
考

え
、
全
小
中
学
校
で
の
「
自
校

方
式
給
食
」
や
「
地
元
シ
ェ
フ

に
よ
る
学
校
給
食
」
な
ど
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

大
野
先
生
に
は
、
国
際
学
院

埼
玉
短
期
大
学
と
本
市
と
の

「
教
育
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
協

定
」
を
通
じ
、
本
市
の
教
職
員

の
資
質
・
能
力
の
向
上
、
栄
養

教
諭
の
養
成
な
ど
、
市
内
の
学

校
に
お
け
る
食
育
の
前
進
に
多

大
な
御
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
本
市
の
「
大
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
さ
い
た
ま
」
で

も
、
地
域
の
発
展
に
大
変
な
御

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

大
野
先
生
に
も
う
お
会
い
で

き
な
い
の
か
と
思
う
と
悲
し
く

て
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
御
指
導

を
仰
ぎ
た
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
に
と
痛
惜
の
念
で
い

っ
ぱ
い
で
す
が
、
先
生
か
ら
生

前
御
指
導
い
た
だ
い
た
教
育
へ

の
思
い
や
情
熱
を
受
け
継
ぎ
、

「
子
ど
も
が
輝
く
絆
で
結
ば
れ

た
ま
ち
」
「
日
本
一
の
教
育
文

化
都
市
」
の
実
現
に
向
け
、
懸

命
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

御
生
前
の
御
功
績
に
対
し
ま
し

て
、
衷
心
よ
り
感
謝
と
敬
意
を

表
し
、
御
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

埼
玉
県
知
事
　
大
野
　
元
裕
氏

　

大
野
先
生
の
悲
報
は
、
県
内

外
の
皆
様
方
に
も
、
そ
し
て
、

祖
父
の
代
か
ら
ご
縁
の
あ
り
ま

し
た
私
に
も
、
大
き
な
驚
き
と

深
い
悲
し
み
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。

　

学
校
法
人
国
際
学
院
の
創
始

者
、
大
野
誠
先
生
の
御
逝
去
を

悼
み
、
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
。

　

大
野
先
生
は
、
昭
和
３８
年

に
国
際
学
院
を
創
立
し
、
旧
大

宮
市
（
現
在
の
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
）
に
大
宮
国
際
料
理
学
院

を
開
校
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
４６
年
の
学
校
法
人
化

以
降
、
調
理
や
栄
養
に
加
え

て
、
幼
児
教
育
の
分
野
に
お
け

る
「
専
門
力
」
と
、
社
会
で
活

躍
す
る
た
め
の
「
人
間
力
」
を

併
せ
持
つ
人
材
の
育
成
に
御
尽

力
さ
れ
、
昭
和
５８
年
に
は
国

際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
を
開
校

し
、
埼
玉
を
支
え
る
数
多
く
の

専
門
人
材
を
輩
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

初
等
・
中
等
教
育
に
も
力
を

入
れ
ら
れ
、
平
成
１０
年
に
県

内
の
私
立
学
校
で
唯
一
の
総
合

学
科
を
有
す
る
国
際
学
院
高
等

学
校
を
伊
奈
町
に
開
校
さ
れ
ま

し
た
。
平
成
２５
年
に
は
国
際

学
院
中
学
校
を
開
校
さ
れ
、
中

高
一
貫
で
生
徒
の
個
性
を
生
か

し
た
特
色
あ
る
教
育
を
実
施
す

る
体
制
を
築
か
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
国
際
理
解
教
育
や
環
境
教

育
に
も
取
り
組
ま
れ
、
紛
争
、

貧
困
、
人
口
増
加
な
ど
世
界
的

な
課
題
の
解
決
を
図
る
グ
ロ
ー

バ
ル
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力

を
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
野
先
生
は
埼
玉
県
職
員
と

し
て
の
経
歴
も
お
持
ち
で
す
。

昭
和
３８
年
の
国
際
学
院
創
立

以
前
に
、
県
の
保
健
所
で
９
年

間
、
食
品
衛
生
業
務
な
ど
に
取

り
組
ま
れ
、
日
々
、
飲
食
店
開

業
者
の
方
々
に
食
品
衛
生
の
重

要
性
を
普
及
啓
発
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
で
培
わ
れ
た

食
品
衛
生
、
公
衆
衛
生
へ
の
問

題
意
識
が
、
自
ら
の
手
で
調
理

師
を
育
成
し
た
い
と
い
う
思
い

と
な
り
、
国
際
学
院
の
創
立
に

つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

食
品
衛
生
か
ら
出
発
し
た
大

野
先
生
の
思
い
は
、
調
理
、
服

飾
、
栄
養
、
保
育
、
中
高
一
貫

教
育
へ
と
大
き
く
広
が
り
ま
し

た
。

　

「
誠
実
・
研
鑽
・
慈
愛
・
信

頼
・
和
睦
」
の
建
学
の
精
神
の

下
、
人
間
性
を
育
む
人
づ
く
り

教
育
に
取
り
組
み
、
愛
情
と
情

熱
を
も
っ
て
生
徒
一
人
一
人
に

寄
り
添
い
、
県
内
外
で
活
躍
す

る
多
く
の
人
材
を
輩
出
さ
れ
、

埼
玉
県
の
私
学
教
育
に
燦
然
と

輝
く
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
こ
に
御
生
前
の
御
功
績
を

偲
び
、
心
か
ら
御
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会

　
　
　
会
長
　
関
口
　
　
修
氏

　

大
野
誠
先
生
の
お
別
れ
の
会

に
寄
せ
て
、
日
本
私
立
短
期
大

学
協
会
を
代
表
し
て
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。

　

先
生
は
大
学
卒
業
後
、
埼
玉

県
に
８
年
余
ご
奉
職
さ
れ
ま
し

た
が
、
女
子
教
育
と
食
生
活
の

改
善
向
上
の
必
要
性
を
痛
感
さ

れ
、
数
々
の
困
難
を
克
服
し
、

昭
和
３８
年
に
大
宮
国
際
料
理

学
院
を
開
校
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
５８
年
に
は
国
際
学
院
埼
玉

短
期
大
学
を
開
学
さ
れ
、
創
設

以
来
「
誠
実
・
研
鑽
・
慈
愛
・

信
頼
・
和
睦
」
の
建
学
の
精
神

の
も
と
、
人
間
教
育
と
実
践
的

な
専
門
教
育
に
重
点
を
置
い
た

「
人
づ
く
り
」
教
育
に
取
り
組

み
、
幾
多
の
有
為
な
人
材
を
世

に
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。

　

日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
に

お
い
て
も
精
力
的
に
ご
活
躍
さ

れ
、
昭
和
６３
年
よ
り
２０
年
の

長
き
に
亘
り
、
理
事
、
常
任
理

事
、
副
会
長
を
歴
任
し
、
私
立

短
期
大
学
教
育
の
発
展
充
実
の

た
め
、
と
り
わ
け
短
期
大
学
士

の
学
位
制
定
や
短
期
大
学
基
準

協
会
の
発
足
に
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
。
先
生
の
ご
功
績
を
あ

げ
れ
ば
限
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
私
学
振
興
の
た
め
に
情
熱

を
注
が
れ
た
先
輩
を
失
う
こ
と

は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
悲

し
み
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
私
立
短
期
大
学
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
急
速
な
社
会

状
況
の
変
化
と
共
に
変
化
し
続

け
て
お
り
、
私
ど
も
が
歩
む
道

は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
多

難
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
私
立
短
期
大
学

に
課
せ
ら
れ
た
役
割
を
果
た
す

と
共
に
、
学
生
や
地
域
、
社
会

の
期
待
に
応
え
る
た
め
一
層
の

努
力
す
る
覚
悟
で
お
り
ま
す
。

ど
う
か
私
ど
も
を
見
守
り
心
の

支
え
と
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

先
生
の
ご
後
継
で
あ
る
貴
学

園
理
事
長
の
大
野
博
之
先
生
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
在
、
本

協
会
の
副
会
長
と
し
て
私
立
短

期
大
学
の
課
題
に
果
敢
に
立
ち

向
か
わ
れ
て
お
り
、
我
々
に
と

っ
て
力
強
い
存
在
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
の
ご
遺

志
を
ご
関
係
の
皆
様
と
共
に
受

け
継
が
れ
、
学
園
の
発
展
に
邁

進
さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
お

り
ま
す
。

　

大
野
誠
先
生
の
面
影
を
偲
び

つ
つ
、
衷
心
よ
り
敬
意
と
感
謝

を
捧
げ
、
心
よ
り
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
伊
奈
町
長
　
大
島
　
　
清
氏

　

令
和
４
年
７
月
６
日
、
私
学

教
育
の
振
興
に
多
大
な
る
足
跡

を
残
さ
れ
た
大
野
誠
先
生
が
永

眠
さ
れ
、
そ
の
ご
功
績
の
偉
大

さ
を
思
い
返
す
と
、
先
生
が
亡

く
な
ら
れ
た
こ
と
、
痛
恨
の
極

み
で
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
３８
年
、
戦
後
復
興
か

ら
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
る

中
、
先
生
は
い
ち
早
く
女
子
教

育
や
食
生
活
の
改
善
向
上
の
必

要
性
に
着
目
さ
れ
、
当
時
の
大

宮
市
に
「
大
宮
国
際
料
理
学

院
」
を
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
時
代
の
先
を
読
む
見
識
の

深
さ
か
ら
、
休
む
こ
と
な
く
、

「
国
際
栄
養
学
院
」
、
「
大
宮

保
育
専
門
学
校
」
、
「
国
際
調

理
師
専
門
学
校
」
等
を
設
立

し
、
昭
和
５８
年
に
「
国
際
学

院
埼
玉
短
期
大
学
」
、
昭
和

６３
年
に
「
国
際
学
院
伊
奈
高

等
専
修
学
校
」
、
平
成
１０
年

に
は
高
等
学
校
に
改
組
し
、
平

成
２５
年
に
「
国
際
学
院
中
学

校
」
も
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

創
立
以
来
、
大
野
誠
先
生
の

座
右
の
銘
で
も
あ
る
、
建
学
の

精
神
、
「
誠
実
・
研
鑽
・
慈

愛
・
信
頼
・
和
睦
」
を
柱
に
、

「
人
づ
く
り
教
育
」
を
片
時
も

忘
れ
ず
、
確
か
な
専
門
力
と
豊

か
な
人
間
性
を
培
う
教
育
に
ご

尽
力
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
際
学
院
の
名
に

相
応
し
く
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
等
の
各

学
校
と
教
育
提
携
を
結
び
、
平

成
２２
年
に
国
際
学
院
高
等
学

校
が
、
埼
玉
県
内
の
高
等
学
校

で
初
め
て
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

加
盟
認
定
さ
れ
る
等
、
国
際
交

流
・
国
際
理
解
教
育
の
推
進
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

で
、
数
多
く
の
有
為
な
人
材
を

輩
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
奈
町
に
ご
ざ
い
ま

す
国
際
学
院
高
等
学
校
で
は
、

「
地
域
に
根
差
し
た
学
校
づ
く

り
」
と
し
て
、
地
域
住
民
の

方
々
へ
の
学
校
開
放
講
座
の
開

催
に
、
多
大
な
る
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
住
民
の
方
々

に
と
っ
て
、
大
切
な
地
域
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
地
域
と
学
校
が
連
携
・
協

働
し
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
課

題
解
決
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

そ
の
礎
を
築
き
上
げ
て
く
だ

さ
っ
た
大
野
誠
先
生
に
、
改
め

て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
そ
の
数
多
く
の
ご
功
績

は
、
今
後
も
後
世
に
残
り
続

け
、
教
育
や
社
会
の
発
展
に
大

き
く
寄
与
す
る
と
信
じ
て
お
り

ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
そ
の
偉
業

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
心
か

ら
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
、
謹
ん

で
、
大
野
誠
先
生
の
安
ら
か
な

御
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

日
本
私
立
学
校
振
興
・

共
済
事
業
団
　

　
　
理
事
長
　
福
原
　
紀
彦
氏

　

国
際
学
院
新
聞
に
お
い
て
、

大
野
誠
先
生
追
悼
特
別
号
が
発

刊
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
大
野
誠

先
生
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
慎
ん

で
お
別
れ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
生
は
、
女
子
教
育
の
必
要

性
と
食
生
活
の
改
善
・
向
上
の

必
要
性
を
痛
感
さ
れ
、
昭
和
三

十
八
年
に
埼
玉
県
大
宮
市
に
大

宮
国
際
料
理
学
院
を
、
四
十
一

年
に
は
富
士
服
装
学
院
を
設
置

さ
れ
、
両
学
院
の
学
院
長
に
就

任
さ
れ
て
、
女
子
教
育
の
普
及

と
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

四
十
六
年
十
二
月
、
学
院
の
公

教
育
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
一

層
高
め
る
た
め
、
学
院
の
永
続

性
と
安
定
性
を
図
る
べ
く
私
財

を
投
じ
、
学
校
法
人
国
際
学
院

を
設
立
し
、
同
学
校
法
人
理
事

長
に
就
任
さ
れ
て
、
学
校
経
営

の
一
層
の
充
実
に
努
め
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
五
十
八
年
に
国
際
学

院
埼
玉
短
期
大
学
を
設
置
し
、

同
短
期
大
学
学
長
に
就
任
さ

れ
、
永
年
培
わ
れ
て
き
た
伝
統

を
生
か
し
、
広
く
地
域
の
青
年

層
に
門
戸
を
開
か
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
高
等
教
育
で
の
実
践

を
踏
ま
え
、
平
成
十
年
に
国
際

学
院
高
等
学
校
を
、
二
十
五
年

に
は
国
際
学
院
中
学
校
を
設
置

し
、
中
等
教
育
に
も
力
を
注
い

で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
国
の
審
議
会
等
の

委
員
や
関
係
団
体
役
員
を
歴
任

さ
れ
、
私
学
振
興
に
多
大
な
る

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
と
く
に
日

本
私
立
短
期
大
学
協
会
副
会
長

と
し
て
、
文
部
科
学
省
を
は
じ

め
関
係
省
庁
等
に
働
き
か
け
て

戴
き
、
平
成
十
七
年
に
短
期
大

学
卒
業
生
に
対
す
る
短
期
大
学

士
の
学
位
授
与
が
実
現
し
、
短

期
大
学
教
育
の
充
実
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
先
生

は
、
関
東
私
立
短
期
大
学
協
会

会
長
と
し
て
、
会
員
校
の
第
三

者
評
価
実
施
を
支
援
し
、
埼
玉

県
私
立
短
期
大
学
協
会
会
長
と

し
て
は
、
高
等
学
校
関
係
者
と

の
協
力
関
係
を
確
立
す
る
な

ど
、
教
育
者
と
し
て
ま
た
経
営

者
と
し
て
の
斬
新
な
お
考
え
を

披
瀝
さ
れ
、
私
学
の
振
興
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
先
生
の
ご
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
矢
先

に
こ
の
度
の
訃
報
に
接
し
、
我

が
国
の
教
育
界
の
将
来
に
と
っ

て
も
誠
に
惜
し
み
て
余
り
あ
る

痛
恨
事
と
も
い
う
べ
く
、
無

念
、残
念
な
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

国
際
学
院
の
発
展
の
た
め
に

心
底
尽
く
さ
れ
た
先
生
の
精
神

は
、
深
く
根
付
き
、
大
野
博
之

理
事
長
は
じ
め
と
す
る
国
際
学

院
関
係
者
の
皆
様
に
よ
っ
て
、

脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
行
く
こ

と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
心
か
ら
先
生

の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
お
別
れ
の
言
葉
と
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

学
校
法
人
国
際
学
院
後
援
会

　
　
　
会
長
　
小
松
　
弥
生
氏

　

大
野
誠
先
生
に
最
後
に
お
目

に
か
か
っ
た
の
は
、
今
年
度
の

入
学
式
の
時
で
し
た
。
先
生
は

車
椅
子
で
移
動
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
が
、
新
入
生
へ
の
ご
祝
辞

の
際
に
は
、
無
理
を
し
て
で
も

立
っ
て
お
話
し
し
よ
う
と
さ
れ

ま
し
た
。
お
身
体
が
心
配
で
し

た
の
で
、
「
着
席
の
ま
ま
で
ご

祝
辞
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
お

薦
め
し
ま
し
た
が
、
今
思
う

と
、
立
っ
て
お
腹
に
力
を
入
れ

て
、
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
力

強
く
伝
え
ら
れ
た
い
こ
と
が
、

た
く
さ
ん
、
た
く
さ
ん
お
あ
り

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

大
野
先
生
の
ご
功
績
を
振
り

返
る
た
め
、
国
際
学
院
の
５０

周
年
記
念
誌
や
ご
著
書
を
読
み

返
し
て
み
て
、
そ
の
思
い
を
強

く
し
ま
し
た
。
戦
前
、
戦
中
、

戦
後
の
大
変
な
時
代
に
若
き

日
々
を
過
ご
し
、
足
の
大
き
な

病
気
や
幾
多
の
苦
難
を
も
乗
り

越
え
ら
れ
て
の
国
際
学
院
創
設

で
あ
っ
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

ま
す
。
お
父
様
か
ら
学
費
な
ど

の
支
援
が
一
切
受
け
ら
れ
な
い

中
で
大
学
へ
進
学
し
、
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な
が
ら
も
勉
学
や
研

究
に
励
ま
れ
た
こ
と
。
県
の
保

健
所
で
の
勤
務
を
通
じ
て
、
食

品
衛
生
や
公
衆
衛
生
を
身
に
付

け
た
人
材
の
育
成
の
必
要
性
を

痛
感
し
て
学
校
設
立
を
決
意
さ

れ
た
こ
と
。
ゼ
ロ
か
ら
の
学
校

設
立
は
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
大

変
で
、
学
校
創
立
時
は
校
内
の

一
画
で
清
貧
の
生
活
を
さ
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
、
今
で
は
考
え

ら
れ
な
い
よ
う
な
苦
し
い
状
況

の
中
、
持
ち
前
の
不
撓
不
屈
の

精
神
と
進
取
の
気
性
、
豊
か
な

発
想
力
、
そ
し
て
恩
師
や
支
援

者
、
ご
家
族
の
助
け
も
借
り

て
、
す
べ
て
を
乗
り
越
え
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

大
き
な
仕
事
を
成
し
遂
げ
ら

れ
た
方
が
歩
ま
れ
た
道
を
た
ど

る
と
、
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
が
、
中

に
は
、
紙
キ
ャ
ッ
プ
の
瓶
入
り

コ
ー
ヒ
ー
牛
乳
は
大
野
先
生
が

７
ヶ
月
毎
晩
研
究
室
に
こ
も
り

コ
ー
ヒ
ー
と
牛
乳
が
分
離
し
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
成
功
さ

れ
た
も
の
と
い
う
と
て
も
懐
か

し
い
気
持
ち
が
心
に
広
が
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
も
あ
り
ま
し
た
。

　

大
野
先
生
は
、
国
際
学
院
を

創
設
し
、
発
展
を
先
導
し
て
こ

ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
こ

と
を
通
じ
て
、
今
の
日
本
社
会

の
礎
を
築
い
て
く
だ
さ
っ
た
お

一
人
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と

同
時
に
、
今
日
の
成
熟
し
た
時

代
に
お
け
る
、
真
に
豊
か
な
社

会
づ
く
り
、
そ
の
た
め
の
人
づ

く
り
を
、
国
際
学
院
関
係
者
、

そ
し
て
在
学
生
、
卒
業
生
た
ち

が
担
っ
て
い
け
る
よ
う
後
援
会

と
し
て
も
精
一
杯
努
力
す
る
こ

と
を
お
誓
い
し
て
、
追
悼
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

各界からのお言葉各界からのお言葉
大
野
誠
先
生
を
偲
ん
で

大
野
誠
先
生
を
偲
ぶ

大
野
誠
先
生
を
偲
ぶ

大
野
誠
先
生
を
偲
ん
で

「
人
づ
く
り
教
育
」
に
力
を
注
が
れ
た
先
生
を
偲
ん
で

大
野
誠
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
ん
で
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大
野
誠
先
生
、
謹
ん
で
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と

共
に
、
先
生
と
の
思
い
出
を
書

か
せ
て
い
た
だ
き
、
追
悼
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
野
先
生
と
の
出
会
い
は
約

１５
年
前
、
私
が
学
校
法
人
国
際

学
院
の
担
当
者
と
な
り
、
取
材

等
で
先
生
と
話
し
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
実
は
大
野
先
生
の
存
在
は

私
の
妻
が
国
際
学
院
埼
玉
短
期

大
学
の
幼
児
保
育
学
科
の
卒
業

生
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
出
会

う
前
か
ら
先
生
の
教
育
方
針
は

存
じ
上
げ
て
お
り
ま
し
た
。
受

験
を
終
え
、
大
学
生
に
な
れ
ば

誰
も
が
羽
を
伸
ば
し
た
い
時
期

で
す
。
で
す
が
、
妻
曰
く
「
髪

形
・
服
装
な
ど
身
だ
し
な
み
、

礼
儀
な
ど
指
導
は
高
校
時
代
よ

り
厳
し
く
、
遅
刻
な
ん
て
も
っ

て
の
外
。
１
分
遅
刻
し
た
だ
け

で
先
生
か
ら
厳
し
く
指
導
さ

れ
、
な
ぜ
遅
れ
た
か
先
生
へ
の

報
告
書
の
提
出
が
義
務
。
そ
の

上
、
資
格
取
得
や
公
務
員
試
験

の
勉
強
と
並
行
し
て
卒
業
論
文

ま
で
あ
る
。
全
然
遊
ぶ
時
間
な

ん
て
な
い
し
、
あ
の
２
年
間
が

今
ま
で
で
１
番
辛
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の

幼
稚
園
・
保
育
園
教
諭
資
格
お

よ
び
都
内
の
公
務
員
試
験
合
格

が
、
同
学
院
で
の
２
年
間
の
成

果
を
物
語
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

先
生
は
栃
木
県
大
田
原
市
出

身
で
、
私
も
栃
木
県
出
身
と
あ

っ
て
、
理
事
長
室
で
「
同
郷
の

よ
し
み
だ
か
ら
」
と
色
々
な
話

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
先
生
は

よ
く
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
。

性
格
は
変
わ
ら
な
い
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は

県
の
保
健
所
勤
務
の
と
き
に
上

司
や
同
僚
の
態
度
を
見
て
痛
感

し
た
よ
う
で
す
。
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
「
人
づ
く
り
教
育
」
や

家
庭
で
の
躾
に
あ
た
る
「
食

育
」
に
全
身
全
霊
を
注
い
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
「
社
会
に
出
た

と
き
に
ま
ず
は
『
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に
や
る
』
人

間
で
な
い
と
、
社
会
か
ら
必
要

と
さ
れ
な
い
人
間
に
な
っ
て
し

ま
う
。
自
分
へ
の
評
価
は
他
の

人
が
す
る
も
の
だ
か
ら
」
と
。

　

あ
る
年
の
創
立
記
念
式
典
の

際
、
高
校
生
、
大
学
生
と
千
人

以
上
が
一
斉
に
会
場
に
集
ま

り
、
多
く
の
来
賓
の
方
々
も
い

る
中
、
最
初
に
登
壇
し
た
先
生

の
挨
拶
の
と
き
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
後
方
の
席
の
学
生
が
数

人
小
さ
な
声
で
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
い
た
の
が
聞
こ
え
た
途

端
、
そ
の
生
徒
た
ち
に
向
か
っ

て
先
生
か
ら
喝
が
入
り
ま
し

た
。
そ
の
迫
力
に
場
が
凍
り
付

い
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
常
々
「
『
叱
る
』
と

『
躾
』
は
全
然
違
う
。
躾
は
そ

の
漢
字
の
通
り
、
自
身
を
美
し

く
正
す
こ
と
だ
か
ら
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
「
礼
を

つ
く
し
、
場
を
清
め
、
時
を
守

る
」
と
い
う
教
育
理
念
の
下
、

数
人
の
生
徒
の
間
違
っ
た
態
度

も
正
す
先
生
の
言
葉
は
躾
そ
の

も
の
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

学
院
の
建
学
の
精
神
で
あ
る

「
誠
実
・
研
鑽
・
慈
愛
・
信

頼
・
和
睦
」
と
い
う
言
葉
は
、

ど
れ
も
人
生
を
豊
か
に
生
き
る

た
め
の
大
切
で
奥
の
深
い
言
葉

で
す
。
人
は
１
人
で
は
生
き
ら

れ
ず
、
社
会
に
出
れ
ば
ル
ー
ル

の
中
で
責
任
感
を
持
ち
、
自
己

研
鑽
を
し
な
が
ら
ト
ラ
イ
＆
エ

ラ
ー
を
繰
り
返
し
、
反
省
し
な

が
ら
、
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

信
頼
を
得
る
。
学
生
の
こ
ろ
か

ら
こ
の
言
葉
の
意
味
を
叩
き
込

ま
れ
実
行
で
き
る
同
学
院
の
生

徒
は
幸
せ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

先
生
と
は
今
年
５
月
に
行
わ

れ
た
「
さ
い
た
ま
褒
章
・
叙
勲

の
会
」
総
会
で
久
々
に
元
気
な

お
姿
を
お
見
か
け
し
て
い
た
だ

け
に
急
逝
の
報
に
は
大
変
驚
き

ま
し
た
。
ご
縁
が
あ
っ
て
か
ら

お
世
話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
、

最
期
に
き
ち
ん
と
御
礼
を
言
え

な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま

す
。

　

先
生
の
ご
功
績
に
深
甚
な
る

敬
意
を
表
し
，
心
か
ら
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
次
第
で
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
人
づ
く
り
教
育
」
に
尽
力
し
た

故 

大
野
誠
先
生
か
ら
教
育
の
本
質
を
学
ぶ

埼
玉
新
聞
社
　
土
澤
貴
弘

写真で振り返る
　　故大野誠先生

平成26年7月
上田清司埼玉県知事が公務視察のため
短期大学に来学

旭日中綬章を受章した大野誠先生
奥様の大野敦子先生と
（平成19年11月）

学院創立40周年を迎え「笑顔の写真を
お願いします」に応える大野誠先生
（理事長室で撮影)

伊奈キャンパスの講堂兼体育館
（MAKOTO HALL）のトランス本締め

平成31年3月
学母　大野敦子先生の
胸像除幕式で挨拶をす
る大野誠先生

高等専修学校実習園で梨の
初もぎ

学院創立者　大野誠先生　胸像
（大宮キャンパス本館玄関ロビー)

旭日中綬章受章記念祝賀会（パレスホテル大宮)
平成20年2月
祝賀会で記念撮影をする大野誠先生（中央）
写真右は学母 大野敦子先生
左は祝賀会発起人代表の小川休衛 弁護士
　　　　　　　　　　　（国際学院役員)

学院創立50周年を記念して清水勇人
さいたま市長と対談

平成7年3月
土屋義彦埼玉県知事が公務視察のため高等専修学校
に来校

〈上段〉オーストラリアのシドニー大学と
教育提携（平成15年6月）
〈中段〉オーストラリアのマッコーリー大
学と教育提携（平成15年6月）
〈下段〉カナダのバンクーバーアイランド
大学（旧名:マラスピナ大学）と教育提携
（平成18年10月）
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◆
学
生
時
代
１０
分
前
行
動
は
と

て
も
厳
し
く
感
じ
て
い
ま
し

た
。
社
会
人
に
な
り
時
間
は
お

金
と
同
じ
だ
け
の
価
値
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
時
間
を
守
る
こ

と
の
重
要
性
を
実
感
し
ま
し

た
。
大
野
誠
先
生
に
学
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
を
本
当
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
１３
年
度
卒
業
）

◆
今
年
か
ら
遡
る
こ
と
２１
年
、

そ
の
頃
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な

ん
て
も
の
は
な
く
の
び
の
び
と

勉
強
に
励
ん
で
い
た
と
思
い
ま

す
。
海
外
研
修
に
も
行
く
こ
と

が
で
き
、
カ
ナ
ダ
が
初
め
て
導

入
さ
れ
て
、
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

た
の
を
今
で
も
覚
え
て
お
り
ま

す
。
大
野
誠
学
長
先
生
の
講
義

も
あ
り
、
建
学
の
精
神
は
今
で

も
言
え
ま
す
！
常
に
、
１０
分
前

行
動
。
１０
分
前
っ
て
こ
と
は
そ

の
前
に
席
に
着
席
し
て
な
く
て

は
い
け
な
い
。
何
が
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
。
迷
惑
を
か
け
な
い

た
め
に
も
早
め
早
め
の
行
動
が

大
切
だ
と
。
社
会
人
に
な
っ
た

今
で
も
こ
の
行
動
は
染
み
付
い

て
お
り
３０
分
前
に
は
必
ず
到
着

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

国
際
学
院
埼
玉
短
期
大
学
は
、

本
当
に
厳
し
か
っ
た
け
れ
ど
大

好
き
な
母
校
で
す
。
そ
の
お
陰

で
社
会
人
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
電
車
か
ら
見
え
る
学
校
が

母
校
だ
よ
。
と
今
で
も
会
社
の

人
、
知
人
、
親
戚
に
話
せ
る
自

慢
の
学
校
で
す
。
創
立
者
大
野

誠
先
生
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お

祈
り
致
し
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
１３
年
度
卒
業
）

◆
学
長
先
生
の
特
別
講
義
の
ノ

ー
ト
提
出
で
す
。
誤
字
が
多
か

っ
た
の
を
す
べ
て
丁
寧
に
直
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
全
部
読

ん
で
く
だ
さ
っ
た
の
か
と
驚
き

と
同
時
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を

今
も
ま
だ
覚
え
て
い
ま
す
。
学

年
２
０
０
人
以
上
の
ノ
ー
ト
に

全
て
目
を
通
し
て
お
ら
れ
た
こ

と
、
一
人
一
人
に
向
き
合
っ
て

く
だ
さ
っ
た
こ
と
。
感
謝
と
共

に
、
大
切
な
こ
と
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　

（
平
成
１２
年
度
卒
業
）

◆
学
生
時
代
、
学
長
先
生
の
講

義
は
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
し

た
。
あ
の
頃
は
厳
し
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
社
会
に
出
て

誠
先
生
の
教
え
が
本
当
に
大
切

だ
と
身
に
し
み
ま
す
。
１０
分
前

行
動
は
心
に
余
裕
が
も
て
、
教

育
現
場
で
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活

の
中
で
も
私
の
中
で
習
慣
化
さ

れ
ま
し
た
。
保
育
現
場
で
は
早

目
の
行
動
で
準
備
や
子
ど
も
た

ち
の
ト
ラ
ブ
ル
に
も
ゆ
と
り
を

も
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
誠
先
生
の
教
え
が

今
の
私
の
基
礎
と
な
っ
て
い
ま

す
。
保
育
現
場
に
携
わ
り
２０
年

…
保
育
の
後
輩
た
ち
を
育
て
て

い
く
中
で
も
１０
分
前
行
動
（
早

目
の
行
動
）
を
伝
え
て
い
ま

す
。
誠
先
生
の
教
え
が
こ
れ
か

ら
も
色
々
な
場
所
で
繋
が
り
広

が
っ
て
い
き
、
保
育
の
世
界
が

よ
り
豊
か
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
願
い
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
１３
年
度
卒
業
）

◆
卒
業
し
て
か
ら
３１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
今
な
お
、
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
毎
日
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
や
り

取
り
を
し
日
々
刺
激
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
を
結
婚
退

職
し
、
子
育
て
中
は
保
育
職
か

ら
離
れ
て
い
ま
し
た
が
４９
歳
に

な
っ
て
一
念
発
起
し
保
育
園
に

勤
め
３
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
復

職
で
き
た
の
も
短
大
時
代
の
教

え
と
友
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
卒
業
式
に
学
長
へ
花

束
贈
呈
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
と
ば
に
詰
ま
る
私
の

肩
を
た
た
き
「
頑
張
り
な
さ

い
」
と
そ
の
花
束
を
私
に
授
け

激
励
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
は

今
で
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。
学

長
の
大
き
な
心
と
情
熱
を
感
じ

た
瞬
間
で
し
た
。
偶
然
に
も
働

く
園
の
副
園
長
が
同
窓
生
で
あ

り
、
ご
活
躍
さ
れ
る
卒
業
生
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
に
誇
り
を

感
じ
ま
す
。
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
２
年
度
卒
業
）

◆
建
学
の
精
神
の
も
と
ご
指
導

く
だ
さ
っ
た
学
生
生
活
で
の
学

び
が
社
会
人
に
な
っ
た
時
に
役

立
ち
、
ま
た
、
料
理
の
最
高
の

調
味
料
は
愛
情
で
あ
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
専

業
主
婦
と
な
っ
た
今
も
、
大
野

誠
先
生
に
お
声
か
け
て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
宝
物
で
す
。

　
　
　

（
平
成
１４
年
度
卒
業
）

◆
威
勢
も
気
迫
も
あ
っ
た
誠
先

生
。
一
目
置
か
れ
る
存
在
で
、

学
生
か
ら
し
て
み
れ
ば
仏
の
存

在
。
服
装
の
乱
れ
は
心
の
乱

れ
！
と
日
頃
か
ら
仰
っ
て
い
ま

し
た
。
今
と
な
っ
て
は
先
生
の

仰
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
す
が
、

当
時
は
遊
び
た
い
盛
り
の
お
年

頃
。
顔
を
会
わ
せ
た
く
な
い
…

と
い
う
こ
と
も
多
々
。
そ
ん
な

と
き
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
た

ま
た
ま
乗
り
合
わ
せ
て
し
ま
っ

た
と
き
に
は
、
息
を
潜
め
て
姿

を
消
し
て
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
『
孫
』
を
熱
唱
し

て
い
た
こ
と
、
私
の
ク
ラ
ス
が

浴
衣
を
着
て
『
さ
く
ら
』
を
踊

っ
た
と
き
に
温
か
い
拍
手
を
く

れ
た
こ
と
、
一
緒
に
写
真
を
撮

っ
た
こ
と
…
卒
業
し
て
２０
年
経

っ
た
い
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

で
す
。

　
　
　

（
平
成
１４
年
度
卒
業
）

◆
私
は
現
在
も
幼
稚
園
教
諭
と

し
て
働
い
て
い
ま
す
が
、
学
院

長
で
ら
っ
し
ゃ
っ
た
大
野
誠
先

生
の
建
学
の
精
神
、
教
育
方
針

は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る

と
今
も
な
お
日
々
感
じ
て
お
り

ま
す
。
国
際
学
院
を
卒
業
で
き

て
、
良
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
平
成
２５
年
度
卒
業
）

◆
卒
業
し
て
か
ら
２５
年
が
経
ち

ま
し
た
。
食
物
栄
養
学
特
講
の

ノ
ー
ト
だ
け
は
処
分
せ
ず
、
現

在
で
も
保
存
し
て
あ
り
ま
す
。

学
院
長
先
生
が
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
こ
と
を
知
り
、
久
し
ぶ

り
に
ノ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

学
院
長
先
生
の
講
義
内
容
を
見

る
と
、
現
在
で
も
通
用
す
る
内

容
が
沢
山
あ
り
、
改
め
て
自
分

自
身
の
振
り
返
り
を
す
る
良
い

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
印

象
に
残
っ
た
内
容
は
、
建
学
の

精
神
の
５
つ
の
一
つ
ひ
と
つ
に

１０
項
目
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
部
分
で
し
た
。
こ

れ
か
ら
先
も
、
建
学
の
精
神
を

継
続
し
て
行
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
学
院
長
先
生
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
８
年
度
卒
業
）

◆
在
学
２
年
の
時
、
母
が
手
術

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
実

家
の
自
営
を
手
伝
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
、
卒
業
で
き
る

か
と
悩
ん
で
い
た
時
、
頑
張
り

な
さ
い
と
お
話
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
宮
の
公
立
保
育
園
に

就
職
も
決
ま
り
、
無
事
卒
業
で

き
ま
し
た
。
誠
先
生
に
は
、
感

謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

娘
も
、
国
際
学
院
で
高
校
の
調

理
か
ら
お
世
話
に
な
り
、
短
期

大
学
を
無
事
に
卒
業
し
て
栄
養

士
の
資
格
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
親
子
共
々
、
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
誠
先
生
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
２
年
度
卒
業
）

◆
講
師
の
先
生
方
に
と
て
も
厳

し
か
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
現
役
保
育
士
と
し
て
若

手
の
育
成
に
あ
た
る
立
場
と
な

っ
た
今
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
は
保
育
士
が
し
っ
か
り
と
し

た
教
育
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
野
誠
先
生
の
厳
し
さ

も
学
生
を
思
っ
て
の
こ
と
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
今
思
う
と
本
当

に
あ
り
が
た
い
で
す
。

　
　
　

（
平
成
５
年
度
卒
業
）

◆
大
野
学
長
に
授
業
ノ
ー
ト
を

提
出
し
て
チ
ェ
ッ
ク
後
に
返
し

て
頂
い
た
際
、
「
あ
な
た
の
ノ

ー
ト
は
と
て
も
良
く
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
が
、
隙
間
が
な
い
の

で
相
手
に
は
読
み
づ
ら
い
。
も

っ
と
段
落
に
余
裕
を
も
ち
、
相

手
の
事
を
考
え
て
書
き
ま
し
ょ

う
。
」
今
現
在
も
、
そ
の
言
葉

は
私
の
中
に
生
き
て
お
り
ノ
ー

ト
だ
け
で
は
な
く
、
何
事
も
相

手
の
立
場
に
立
つ
事
を
心
掛
け

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
６
年
度
卒
業
）

◆
大
野
誠
先
生
と
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
思
い
出
す
と
、
今
で
も
目

頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。

　

私
は
在
学
中
、
学
長
先
生
に

３
度
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。１
度
目
は
、海
外
研
修

出
発
前
の
こ
と
で
す
。
乗
り
物

酔
い
を
し
や
す
い
学
生
が
学
長

先
生
の
前
に
１
列
に
並
び
、
ひ

と
り
ず
つ
お
ま
じ
な
い
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
『
は

い
、
こ
れ
で
大
丈
夫
。
』
と
の

学
長
先
生
の
お
言
葉
通
り
、
車

酔
い
は
も
と
よ
り
、
乗
り
物
酔

い
を
し
や
す
い
私
が
、
一
切
乗

り
物
酔
い
を
す
る
こ
と
な
く
、

研
修
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
で
す
。
と
て
も
充
実
し
た
研

修
と
な
っ
た
思
い
出
で
す
。

　

２
度
目
は
、
五
峯
祭
の
時
の

こ
と
で
し
た
。
そ
の
年
の
五
峯

祭
実
行
委
員
長
を
任
さ
れ
た
私

に
、
学
長
先
生
は
『
あ
な
た
な

ら
、
大
丈
夫
で
す
。
ぜ
ひ
、
一

緒
に
五
峯
祭
を
成
功
さ
せ
ま
し

ょ
う
。
』
と
、
力
を
込
め
握
手

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
感
じ
て
い
た
不
安

が
、
一
瞬
に
し
て
消
え
、
前
向

き
な
気
持
ち
に
切
り
替
わ
っ
た

不
思
議
な
瞬
間
で
し
た
。

　

３
度
目
は
、
卒
業
式
の
日
の

こ
と
で
し
た
。
卒
業
生
代
表
と

し
て
答
辞
を
読
み
終
え
、
無
事

に
卒
業
式
を
終
え
た
後
の
こ
と

で
す
。
埼
玉
県
職
員
と
し
て
希

望
の
職
場
で
栄
養
士
と
し
て
の

第
一
歩
を
歩
み
出
そ
う
と
す
る

私
に
、
学
長
先
生
は
『
あ
な
た

な
ら
、
大
丈
夫
で
す
。
こ
こ
で

学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
し
っ

か
り
と
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。
』
と
熱
い
眼
差
し
で
、
私

の
手
を
強
く
握
り
し
め
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
す
。
学
長
先
生
の

お
言
葉
通
り
、
私
は
今
も
埼
玉

県
職
員
と
し
て
尽
力
し
て
い
ま

す
。
勤
め
始
め
た
当
初
は
、
学

長
講
話
の
ノ
ー
ト
を
読
み
返
す

日
々
で
し
た
。
学
長
先
生
の
お

言
葉
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
私
の

歩
む
べ
き
道
し
る
べ
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
ま
さ
に
卒
業
後
も

私
の
背
中
を
押
し
続
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
た
の
で
す
。
私
が
岐

路
に
立
つ
度
に
背
中
を
押
し
続

け
て
く
だ
さ
っ
た
学
長
先
生
に

も
う
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
く

こ
と
が
か
な
わ
な
い
の
か
、
と

思
う
と
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
ん
な
姿
を
学
長
先

生
が
ご
覧
に
な
っ
た
ら
『
何
を

し
て
い
る
。
自
分
の
す
る
べ
き

こ
と
を
し
っ
か
り
と
や
り
な
さ

い
。
』
と
お
叱
り
を
受
け
て
し

ま
い
そ
う
で
す
。
ど
う
か
こ
れ

か
ら
も
『
あ
な
た
な
ら
、
大
丈

夫
で
す
。
』
と
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。
私
は
、
学
長
先
生
の
教

え
を
け
っ
し
て
忘
れ
ず
、
今
後

も
日
々
研
鑽
し
続
け
ま
す
。
学

長
先
生
の
厳
し
さ
の
な
か
に
も

温
か
い
眼
差
し
を
胸
に
、
母
校

を
応
援
し
続
け
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
、
学

長
先
生
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

（
平
成
７
年
度
卒
業
）

◆
大
野
誠
先
生
の
授
業
は
と
て

も
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
社
会
人
に
な
り
自
分
が
人

を
育
て
る
立
場
に
な
り
、
接
客

や
保
護
者
対
応
を
す
る
立
場
に

な
り　

身
だ
し
な
み
、
話
を
聞

く
態
度
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し

た
。
内
容
も
も
ち
ろ
ん
大
切
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
う
い

っ
た
相
手
に
失
礼
の
な
い
姿
勢

を
学
ぶ
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
大
切
さ
を
何
と
か
伝

え
よ
う
と
一
生
懸
命
お
話
さ
れ

て
い
た
の
だ
な
と
分
か
り
ま
し

た
。
あ
の
と
き
の
自
分
に
話
を

聞
く
と
き
は
し
っ
か
り
聞
き
な

さ
い
！！
と
喝
を
い
れ
た
い
で

す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
（
平
成
１４
年
度
卒
業
）

◆
高
校
生
も
特
別
に
受
講
で
き

た
オ
ペ
レ
ッ
タ
を
は
じ
め
、
高

校
３
年
の
頃
か
ら
国
際
学
院
埼

玉
短
期
大
学
に
通
い
、
授
業
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
大
野
誠
先

生
か
ら
、
「
素
晴
ら
し
い
学
習

意
欲
で
す
ね
」
「
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
が

あ
り
、
充
実
し
た
学
生
生
活
と

な
り
ま
し
た
。
保
育
士
と
し
て

社
会
人
に
な
っ
た
今
で
も
、
学

生
時
代
に
大
野
誠
先
生
の
講
義

内
容
を
ま
と
め
た
ノ
ー
ト
は
、

定
期
的
に
読
み
返
し
、
私
に
と

っ
て
一
生
の
宝
物
で
す
。
誠

実
、
研
鑽
、
慈
愛
、
信
頼
、
和

睦
を
胸
に
こ
れ
か
ら
も
人
間
力

を
磨
き
、
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

（
平
成
１９
年
度
卒
業
）

「
各
種
学
校
の
学
院
長
と
し
て

食
生
活
の
改
善
・
向
上
と
女
子

教
育
に
貢
献
」

　

昭
和
２９
年
３
月
、
日
本
大
学

獣
医
学
部
を
卒
業
後
、
同
年
１１

月
、
埼
玉
県
職
員
と
し
て
奉
職

し
た
。
戦
後
復
興
期
か
ら
高
度

経
済
成
長
期
を
迎
え
、
い
ち
早

く
女
子
教
育
の
必
要
性
と
食
生

活
の
改
善
・
向
上
の
必
要
性
を

痛
感
し
た
大
野
誠
先
生
は
、
８

年
余
奉
職
し
た
埼
玉
県
職
員
を

退
職
後
、
数
々
の
困
難
を
克
服

し
、
同
３８
年
９
月
、
埼
玉
県
大

宮
市
に
大
宮
国
際
料
理
学
院
の

設
置
に
尽
力
、
設
置
者
と
し
て

地
域
の
教
育
に
対
す
る
需
要
に

応
え
る
と
と
も
に
同
学
院
の
基

盤
整
備
に
努
め
た
。
同
４１
年
４

月
、
同
学
院
及
び
富
士
服
装
学

院
の
学
院
長
に
就
任
、
同
学
院

の
教
育
を
通
じ
、
女
子
教
育
の

普
及
と
発
展
に
寄
与
し
た
。

　
「
学
校
法
人
国
際
学
院
を
設
立

し
、理
事
長
と
し
て
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、中
学
校
等
を
設
置
」

　

昭
和
４６
年
１２
月
、
学
院
の
公

教
育
に
果
た
す
べ
き
役
割
を
一

層
高
め
る
た
め
、
学
院
の
永
続

性
と
安
定
性
を
図
る
べ
く
私
財

を
投
じ
、
学
校
法
人
国
際
学
院

を
設
立
、
理
事
長
に
就
任
、
学

校
経
営
の
一
層
の
充
実
に
努
め

た
。

　

地
域
の
職
業
教
育
の
充
実
に

対
す
る
一
層
の
要
望
に
応
え
る

べ
く
、
同
４８
年
２
月
に
設
置
し

た
大
宮
保
育
専
門
学
校
、
同
５２

年
３
月
に
設
置
し
た
国
際
栄
養

士
専
門
学
校
を
、
永
年
、
培
わ

れ
た
伝
統
を
生
か
し
、
学
校
教

育
を
通
じ
て
蓄
積
し
た
国
際
学

院
教
育
を
よ
り
高
度
に
、
か
つ

広
く
地
域
の
青
年
層
に
門
戸
を

開
く
べ
く
改
組
転
換
し
、
同
５８

年
１
月
、
国
際
学
院
埼
玉
短
期

大
学
を
設
置
、
同
短
期
大
学
長

に
就
任
し
た
。

　

そ
の
後
、
高
等
教
育
で
の
実

践
を
踏
ま
え
、
若
年
層
へ
の
国

際
学
院
教
育
の
必
要
性
に
鑑

み
、
同
６３
年
３
月
に
は
国
際
学

院
伊
奈
高
等
専
修
学
校
を
設

置
、
同
高
等
専
修
学
校
長
に
就

任
し
、
平
成
１０
年
３
月
に
は
国

際
学
院
高
等
学
校
に
改
組
転
換

し
、
同
高
等
学
校
長
に
就
任
し

た
。
さ
ら
に
中
高
一
貫
教
育
の

重
要
性
か
ら
同
２５
年
３
月
、
国

際
学
院
中
学
校
を
設
置
し
た
。

　

こ
の
間
、
建
学
の
精
神
「
誠

実
・
研
鑽
・
慈
愛
・
信
頼
・
和

睦
」
に
基
づ
く
「
人
づ
く
り
教

育
」
を
専
修
学
校
、
高
等
学

校
、
短
期
大
学
教
育
を
通
じ
て

粉
骨
砕
身
の
努
力
を
重
ね
る
中

で
実
践
し
、
多
く
の
有
為
な
人

材
を
社
会
に
輩
出
し
て
き
た
。

「
国
際
交
流
・
国
際
理
解
教
育

と
地
域
連
携
に
取
り
組
む
」

　

平
成
１１
年
４
月
に
は
フ
ラ
ン

ス
の
国
立
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
調
理

技
術
専
門
ホ
テ
ル
学
校
、
同
１５

年
６
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
国
立
シ
ド
ニ
ー
大
学
、
並
び

に
州
立
マ
ッ
コ
ー
リ
ー
大
学
、

同
１７
年
１０
月
に
は
カ
ナ
ダ
の
ア

ー
チ
ビ
シ
ョ
ッ
プ
カ
ー
ニ
ー
中

等
学
校
、
さ
ら
に
同
１８
年
１０
月

に
は
カ
ナ
ダ
の
州
立
マ
ラ
ス
ピ

ナ
大
学
、
現
在
の
バ
ン
ク
ー
バ

ー
ア
イ
ラ
ン
ド
大
学
の
各
校
と

教
育
提
携
を
結
び
、
我
が
国
の

国
際
交
流
の
推
進
に
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
学
生
生
徒
の
国
際

理
解
教
育
に
寄
与
し
た
。

　

そ
し
て
、
中
等
教
育
に
お
け

る
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
教
育
を
実
現

す
べ
く
、
同
２２
年
に
埼
玉
県
内

の
高
等
学
校
と
し
て
初
め
て
、

国
際
学
院
高
等
学
校
の
ユ
ネ
ス

コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
認
定
を
果
た

し
た
。
引
き
続
き
、
同
３０
年
１２

月
、
学
校
法
人
と
し
て
国
連
グ

ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
（
Ｕ

Ｎ
Ｇ
Ｃ
）
に
署
名
、
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ

の
正
会
員
と
し
て
、
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｃ

が
掲
げ
る
１７
の
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
取

組
を
推
進
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
と
連
携
し
た
教

育
活
動
の
必
要
性
の
観
点
か
ら

短
期
大
学
に
お
い
て
、
幼
児
教

育
に
お
け
る
表
現
活
動
へ
の
興

味
・
関
心
を
高
め
、
県
内
幼
児

教
育
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
幼
児
絵
画

展
」
と
食
育
推
進
の
観
点
か
ら

地
産
地
消
を
考
慮
し
た
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
メ
ニ
ュ
ー
を
募

集
す
る
「
味
彩
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
開
催
に
尽
力
し
た
。

「
外
部
団
体
等
に
お
け
る
指
導

的
立
場
で
貢
献
」

　

学
院
内
で
の
弛
み
な
い
人
づ

く
り
教
育
の
実
践
と
積
極
的
な

経
営
指
導
を
中
心
と
し
な
が
ら

も
、
埼
玉
県
・
さ
い
た
ま
市
の

審
議
会
等
の
委
員
や
私
学
関
連

団
体
等
の
役
員
の
重
責
も
果
た

し
、
私
学
振
興
に
多
大
な
る
貢

献
を
し
た
。
こ
う
し
た
多
く
の

功
績
に
よ
り
、
昭
和
６０
年
７
月

文
部
大
臣
表
彰
、
平
成
元
年
３

月
厚
生
大
臣
表
彰
、
同
８
年
１１

月
に
藍
綬
褒
章
、
同
１１
年
９
月

に
フ
ラ
ン
ス
の
文
部
省
か
ら
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（
教
育
功
労

賞
）
、
同
１９
年
１１
月
に
旭
日
中

綬
章
の
栄
誉
に
浴
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
さ
い
た
ま
勲
章
・
叙
勲

の
会
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に

尽
力
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
大
野
誠
先
生
は

９０
年
の
人
生
を
全
う
し
、
国
際

学
院
の
発
展
「
人
づ
く
り
教

育
」
と
私
学
の
振
興
に
大
き
な

足
跡
を
残
さ
れ
た
。
先
生
が
創

立
し
た
国
際
学
院
は
来
年
６０
周

年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
。
大

野
誠
先
生
の
思
い
は
、
ま
だ
ま

だ
道
半
ば
で
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
座
右
の
銘

と
し
て
、
ま
た
人
生
哲
学
と
し

て
掲
げ
た
「
誠
実
」
「
研
鑽
」

「
慈
愛
」「
信
頼
」「
和
睦
」
の

五
の
精
神
は
、
国
際
学
院
の

『
建
学
の
精
神
』
と
し
て
生
き

続
け
る
。
先
生
、
最
後
の
お
別

れ
で
す
。
ど
う
ぞ
安
ら
か
に
お

休
み
く
だ
さ
い
。

　

９０
年
の
人
生
を
全
う
し
、
国
際
学
院

の
発
展
「
人
づ
く
り
教
育
」
と
私
学
振

興
に
捧
げ
た
学
院
創
立
者
故
大
野
誠
先

生
の
歩
み
を
振
り
返
り
ま
す
。

国際学院創立者
大野誠先生の

功績と学院の歩み

　
大
野
誠
先
生
の
訃
報
に
接
し
多
く
の
卒
業
生
か
ら

「
思
い
出
」
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
か
ら
の
声


